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<参考> 
 

1. 国際勧告等の関連 

本標準は、2007 年 3 月に勧告化が承認された ITU-T 勧告 M.3170.0 に準拠している。 

 

2. 上記の勧告等に対する追加項目等 

2. 1 オプション選択項目 

なし 

 

2. 2 ナショナルマター項目 

 なし 

 

2. 3 その他 

2.3.1 先行している項目 

 なし 

 

2.3.2 追加した項目 

 なし 

 

2.3.3 削除した項目 

 なし 

 

2.3.4 変更した項目 

なし 

 

2. 4 現勧告との章立て構成比較表 

上記国際勧告との章立て構成の相違はない。 

 

3. 改版の履歴 
版数 制定日 改版内容 

第 1.0 版 2012 年 5 月 24 日 制定 
   

 

4. 工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページで御覧になれます。 

 

5. その他 

(1)参照する勧告、標準など 

 [ITU-T M.3170] ITU-T Recommendation M.3170 (2007), Multi-technology network management  

– Introduction and supporting documentation 

 

6. 標準策定部門 

網管理専門委員会  
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概要 
マルチテクノロジネットワーク管理（MTNM）ソリューションスイートは、FCAPS 管理に関する ITU-T 勧告 M.3010

により、固定中継網、アクセス網、およびアグリゲーション網のマルチテクノロジによる NML と EML の間の TMN イ

ンタフェースを実現している。 

 

本勧告は MTNM 情報アグリーメント（TMF608）の構造を説明し、TMN インタフェースでの M.3020 方法論にコンポー

ネントを関連づけている。本勧告は TMF608 および（FCAPS に基づいた）TMN の機能性と TMN インタフェースで示さ

れる関連文書を内包しており、TMN インタフェース分析モデルだけの勧告ではない。本勧告は MTNM 情報アグリーメ

ントの導入として使用することができる。 

 

1 スコープ 
マルチテクノロジネットワーク管理（MTNM）ソリューションスイートは、FCAPS 管理に関する ITU-T 勧告 M.3010

により、固定中継網、アクセス網、およびアグリゲーション網のマルチテクノロジによる NML と EML の間の TMN イ

ンタフェースを実現している。MTNM 実装ビューは、NMS（CORBA クライアントあるいは TMN マネージャ）と EMS

（CORBA サーバあるいは NEL へ接続している TMN エージェント）の間の CORBA ベースの TMN Q インタフェースを

規定している。 

MTNM ソリューションスイートは以下の内容で構成される。 

•  MTNM ビジネスビューはビジネスアグリーメント（BA）TMF513 で規定される。 

•  MTNM システムビューは情報アグリーメント（IA）TMF608 の UML で規定される。 

•  MTNM CORBA ベースの実装および開発ビューは CORBA IDL ソリューションセット（SS） TMF814（HTML

文書含む）、および関連する実装ステートメント（IS） テンプレートおよびガイドライン TMF814A で規

定される。 

•  MTNM の関連文書（SD）は、インタフェースの名前/値のペアなどの標準的な内容を含んでおり、MTNM

ビューの作業を説明している。 

TMF608 の概要である本勧告は、M.3170-シリーズの勧告および TM Forum の関連について説明している。 

本勧告は、M.3170-シリーズの勧告が（[ITU-T M.3010]で定義される）レベル B TMN インターフェースに適合すること

示している。MTNM NML-EML インタフェースによってサポートされた管理オブジェクトクラスは、TM Forum（[TMF608 

v3.0], [b-TMF608 v2.1], [TMF814 v3.0], [TMF814 v2.1] および [ITU-T M.3170.3] –  6.4 および 6.5 節参照）の標準として規

定されている。本勧告は TMF608 の UML フラグメントの概要を示し、サービス指向 UML [TMF814 v3.0 SD]のための

MTNM の詳細な UML [TMF608 v3.0]および [b-TMF608 v2.1]へマッピングするための原則を提供しており、[TMF814 v3.0], 

[TMF814 v2.1] および[ITU-T M.3170.3]のサービス指向 CORBA IDL のようなサービス指向ソリューションセットの原点

となっている。 

 

2 参考資料 
以下の ITU-T 勧告と他の参考資料は、本文中で引用されることで本勧告の構成要素となっている。制定時点では以下

の版数が最新である。これらの勧告と参考資料は改版される場合があり、本勧告の読者は最新版が制定されているかどう

か調査することが望ましい。 

[ITU-T G.805] TTC標準 JT-G805「伝達ネットワークの一般的アーキテクチャ」第１版（1999年4月22日制定）を参照 

 

[ITU-T G.852.2]  ITU-T Recommendation G.852.2 （1999）, Enterprise viewpoint description of transport network resource 

model. 
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[ITU-T M.3010/JT-M3010]  TTC標準 JT-M3010「通信管理ネットワークの原則：通信管理ネットワークの概要」第2版 

（2001年11月27日制定）を参照 

 

[ITU-T M.3013]  ITU-T Recommendation M.3013 （2000）, Considerations for a telecommunications management network. 

[ITU-T M.3020]  ITU-T Recommendation M.3020 （2007）, Management interface specification methodology. 

[ITU-T M.3050.x/JT-M3050.x] ITU-T Recommendations M.3050.x （2004）, Enhanced Telecom Operations Map （eTOM）. 

注釈–  このシリーズの勧告は以下の構成になっている: 

 M.3050.0 (2004), TTC標準 JT-M3050.0「eTOMイントロダクション」第1版（2010年5月26日制定）を参照 

 M.3050.1 (2004), TTC標準 JT-M3050.1「eTOMビジネスプロセスフレームワーク」第1版（2010年5月26日制定）

を参照 

 

M.3050.2 –  eTOM –  プロセス分解と記述. 

M.3050.3 –  eTOM –  代表的なプロセスの流れ. 

M.3050.4 –  eTOM –  B2B: eTOM を使った企業間統合のやり方. 

M.3050/Supplement 1 –  eTOM –  ITIL アプリケーションノート. 

M.3050/Supplement 2 –  eTOM –  公共 B2B 業務運用マップ(BOM). 

M.3050/Supplement 3 –  M.3400 のマッピングにおける eTOM. 

[ITU-T M.3170.0] TTC標準 JT-M3170.0「マルチテクノロジネットワーク管理: 概要と関連ドキュメント」第1版（2012

年5月24日制定）を参照 

 

[ITU-T M.3170.1] TTC標準 JT-M3170.1「マルチテクノロジネットワーク管理: ビジネスアグリーメント」第1版（2012

年5月24日制定）を参照 

 

[ITU-T M.3170.3] TTC標準 JT-M3170.3 「マルチテクノロジネットワーク管理: CORBA IDL集,実装テンプレート,ガイ

ドライン」第1版（2012年5月24日制定）を参照 

 

[ITU-T M.3200/JT-M3200]  ITU-T Recommendation M.3200 （1997）, TMN management services and telecommunications 

managed areas: overview. 

[ITU-T M.3400]  ITU-T Recommendation M.3400 （2000）, TMN management functions. 

[ITU-T X.735] TTC標準 TTC JT-X735「ＯＳＩネットワーク管理 - ログ制御機能」第1版（2000年4月20日制定）を参

照 

 

[TMF513 v3.0]  TM Forum TMF513 Version 3.0 （2004）, Multi-technology network management （MTNM） NML-EML 

Interface: Business agreement, except for the table of references contained in Appendix B. 

注釈 –本勧告は [TMF608 v3.0]と同様の理由でかわりに真に規準どおりの参考文献である [TMF513 v3.0]内の[TMF608]、

[ITU-T G.805]、[ITU-T X.735]が本勧告の参考文献の章に追加される。有効だが規準どおりでない参考文献は本

勧告の文献目録（bibliography）に追加している。(  [b TMF044 v2.0] と  [b TMF402 v5.10]を参照)。 

[TMF608 v3.0]  TM Forum TMF608 Version 3.0 （2004）, Multi-Technology Network Management （MTNM） NML-EML 

Interface: Information Agreement, Rational Rose™  (UML)版と HTML 版, ただし Appendix B に含まれる参考文献

の表は除く。 

注釈 –この参考文献の表は、「参考文献」「記述」「簡潔な使い方の要約」の項目によって構成されている。最後の項目
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（列）でそれぞれの参考文献が、仕様の実施に必要とされている（規準どおりの参考文献）か、それとも仕様

の開発のために用いられる（規準どおりでない参考文献）かを明示することになっているのだが、この使用目

的がすべてのケースにおいて明確にされていない。そのため本勧告は [TMF513 v3.0]と同様の理由でこの表を引

用していない。かわりに真に規準どおりの参考文献である [TMF608 v3.0]内の[TMF513 v3.0]、[ITU-T G.805]、

[ITU T X.735]が本勧告の参考文献の章に追加されている。有効だが規準どおりでない参考文献は本勧告の文献

目録（bibliography）に追加している。 (  [b TMF044 v2.0] と  [ b-TMF404 v2.8]を参照)。 

[TMF814 v2.1]  TM Forum TMF814 Version 2.1 （2002）, Multi-Technology Network Management （MTNM） NML-EML 

Interface: CORBA IDL Solution Set. 

[TMF814 v3.0]  TM Forum TMF814 Version 3.0 （2004）, Multi-Technology Network Management （MTNM） NML-EML 

Interface: CORBA IDL Solution Set. 

[TMF814 v3.0 SD]  TM Forum TMF814 Version 3.0 （2004）, Multi-Technology Network Management （MTNM） NML-EML 

Interface: CORBA IDL Solution Set, Supporting Document "Traceability between IA and SS", file "MappingIASS.pdf". 

 

3 定義 
TTC 標準 JT-M3170.0 の 3 節を参照。 

 

4 略語 
TTC 標準 JT-M3170.0 の 4 節を参照。 

 

5 規約 
本勧告は特別の表記あるいは他の規約を使用しない。 

 

6 TMF608 概要 ―MTNM情報アグリーメントへの導入 
この情報アグリーメントはトランスポートネットワークを基にした SONET/SDH、OTN、ATM、DSL、およびポイント

to ポイントイーサネットを含むマルチテクノロジネットワークの管理として MTNM NML-EML インタフェース情報モデ

ルを規定する。インタフェース情報モデルは、M.3170.1/TMF513 ビジネスアグリーメントで定義される。 

参照されるビジネスアグリーメントは以下の内容を含んでいる。: 

•  プロジェクトスコープと目的は、使用するインタフェースを特定し問題解決によって得られる効果を説明す

ることにより重要な論点を整理したものとして提供される。 

•  インタフェース情報の要求条件は、本情報アグリーメントで説明されるインタフェース情報モデルにより実

現される機能的および非機能的インタフェース情報要件を整理するために M.3170.1/TMF513 を参照する。 

•  インタフェース情報のユースケースは、アクターが使用するインタフェースと本情報アグリーメントで規定

されるインタフェースとの相互作用を説明するために M.3170.1/TMF513 を参照する。 

•  要求条件のトレーサビリティマトリクスは、要求ステートメント（オブジェクトクラスのユースケースな

ど）のユースケースのトレーサビリティを示すために M.3170.1/TMF513 を参照する。トレーサビリティマ

トリクスの種類は[ITU-T M.3170.1] および  [TMF513 v3.0]の 6 節に記載されている。 

注 1 –  情報アグリーメント（IA）と CORBA IDL ソリューションセット（SS）間のトレーサビリティは関

連文書"IA および SA 間のトレーサビリティ"  [TMF814 v3.0 SD]により提供される。このドキュメン

トは IA と SS の個々の IDL 定義で関連づけられる全てのクラス、属性、関連、操作、列挙型、文

字列および構造体を示している。 

 

インターフェース情報モデル仕様はビジネスアグリーメントをカバーするインタフェースのプロトコルに依存しない

記述を提供する。TM Forum の MTNM チームは、MTNM インタフェース情報モデルを作成するために UML およびラショ
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ナルローズ（Rational Rose）を使用している。全てのインタフェースのプロトコル標準仕様書は、[TMF608 v3.0] （ファ

イル"TMF608v3.0_2004_04.mdl"） のラショナルローズ版に含まれている。また、[TMF608 v3.0]で作成された HTML 版も

利用可能である（下図 6-1 を参照）。インタフェース情報モデル仕様は以下の内容を含んでいる: 

•  インタフェース情報モデル UML 図は、インタフェースの全ての管理オブジェクトクラスおよび状態（6.4

節参照）のための状態遷移図を提供する。 

•  インタフェース情報モデル UML クラス辞書は、属性、関係および操作、列挙型、文字列およびインタフェー

スの構造体を含むオブジェクトクラスについて記述する。 

 

 

 

 

to start HTML

to get an overview

M.3170.2(07)F_6-1 

HTML の開始 

概略を参照 

図 6-1 TMF608 の HTML 版の構造 

 

MTNM NML-EML インタフェースのための詳細なビジネスアグリーメントは、[TMF513 v3.0] を参照する[ITU-T 

M.3170.1]に従っている。 

MTNM NML-EML インタフェースのためのクラス図およびクラス辞書等の詳細な静的インタフェース情報 UML モデ

ル、および状態遷移図等の詳細な動的インタフェース情報 UML モデルは、[b-TMF608 v2.1] を拡張した[TMF608 v3.0]に

従っている。 

注記 2 － [TMF608 v3.0]は[b-TMF608 v2.1]（ドキュメントの変更結果として）を組込んでいる、従って

[b-TMF608 v2.1]は[TMF608 v3.0]のための正式な前提条件ではない。しかしながら、v2.1 を適用す

るための多くの知識は（古くなってはいるが）、v3.0 を理解するためのアプローチを大いに簡略

化されるだろう。 
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6.1 他のM.3170 シリーズ勧告との関係 

M.3170.1/TMF513 は、オブジェクトとインタフェースがサポートする必要な操作、およびインタフェースの総合的な振

る舞いのための要件を定義する。それは M.3170.2/TMF608 へのマッピングを含んでおり、UML 情報モデルで規定される

クラス、属性、操作の要件と関連しています。この勧告は MTNM NML-EML インタフェースの要件をサポートするのに

必要であるクラス、関連性、および操作の振舞いの詳細を規定する。さらに、UML フラグメントおよび状態遷移図を提

供している。従って、[ITU-T M.3170.1]と本勧告は相互にトレーサビリティを持っている。 

M.3170.3/TMF814 は MTNM NML-EML インタフェースの CORBA IDL 仕様を定義する。[ITU-T M.3170.1]と本勧告で定

義された仕様を満たすプロトコル特有の実装を定義する際に、相互運用性などのプロトコル特有の問題を考慮する必要が

ある。これはサービス指向の UML モデル（詳細なモデルとは対象的に）、および対応するサービス指向の CORBA IDL

モデル（[ITU-T M.3170.3]の 6.5 節に示される）を表す。 

 

6.2 他のTMN勧告との関係 

他の TMN 勧告との以下の関係がある: 

•  MTNM NML-EML インタフェースは、[ITU-T M.3010]と[ITU-T M.3013]で定義された論理的な階層化アーキ

テクチャと物理的なアーキテクチャを含む M.3010 の機能構造に基づいており、改版 1 で定義されたレベル

B TMN インターフェース情報を[ITU-T M.3010]に適応させている。 

•  M.3170-シリーズ勧告は、[ITU-T M.3050.x]で定義されるリソース管理および操作（RM&O）ビジネスプロセ

スで生じる問題に焦点をあてている。[ITU-T M.3200]では、このプロセスは[ITU-T M.3400]の TMN 管理機

能に対応し、管理機能セットと（FCAPS アプリによる） そのメンバーは、TMN 管理サービスおよび TMN

管理領域に関連する一般的なエンド to エンドのフローシナリオを共に指定する。 

•  M.3170.1ビジネスアグリーメント、M.3170.2情報アグリーメントおよびM.3170.3 CORBA IDL ソリューショ

ンセットは、 [ITU-T M.3020]で定義された、要件、分析、設計（RAD）段階、およびテンプレートに TM Forum

のアナログ的な方法（特に BA、IA テンプレート [b-TMF402 v5.10], [b-TMF404 v2.8]および MTNM ユースケー

ステンプレート）を使用することで定義される。 

 

詳細は 7 節を参照。 

 

6.3 他のTM Forum仕様との関係 

[ITU-T M.3170.1]の 6.3 節を参照。 

 

6.4 UMLフラグメントおよび状態遷移図の概略 

TMF608 のインタフェース情報モデル UML 図は、以下の MTNM 管理オブジェクトクラス（クラス図およびコラボレー

ション図）のフラグメントを包含している。 

EMS、管理エレメント、設備、終端点（図 6-2 参照）、SNC、トポロジーリンク、イベント、オブジェクト生成/消去

通知、属性値変更通知、状態変更通知、警報通知、プロテクショングループ、セッションファクトリ、通知、性能管理ク

ラス、サブネットワーク、メインクラス、共通リソース情報、設備プロテクショングループ、警報重要度割当クラス、

TP プール、インベントリ通知、プロテクショングループ、ATM CTPs。および、MTNM 状態遷移図: 

設備ホルダ状態、SNC 状態（サポートしている間）、SNC 状態（サポートしていない間）、SNC 変更（SNC 名保存は

含まない）、SNC 変更（SNC 名保存を含む）、SNC 変更（複数ルートおよび SNC 名保存を含む）、TMD 状態（図 6-3

参照）。 
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FloatingTerminationPoint

CommonResourceInfo

name : Name = NA
userLabel : CIS CharacterString= Value of the nativeEMSNameattribu...
owner : CIS CharacterString= empty string
nativeEMSName: CIS CharacterString= empty string
additionalInfo: CIS SequenceOfStructs::AVP= empty list
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setUserLabel()
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setAdditionalInfo()

ObjectInformation
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ProtectionGroup

TrafficDescriptor
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+ingress 0..1
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ingressTrafficDescriptor
{if no ingress TMD is assign...

0..10..1 0..1
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+zEnd 1..n
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SwitchData

TransmissionParameters
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transmissionParameters: CIS SequenceOfStructs::AVP= NA

setTransmissionParameters()

PMData

TCAParameterProfile

0..n -tcaParameter0..n

PerformanceMonitoringPoint

TransmissionDescriptor

TopologicalLink

SubnetworkConnection

Subnetwork

0..n0..n

{intra-subnetwo...

CommonTransmissionParameters

GroupTerminationPoint

listOfTPs: CIS SequenceOfName = empty list
connectionState: TPConnectionState= NA
networkAccessDomain: CIS CharacterString= empty string
alarmReportingIndication: CIS Boolean = FALSE
asapPointer : Name = CIS Null

setAlarmReportingOn() : void
setAlarmReportingOff() : void
getTPGroupingRelationships(tpPoolName: Name = CIS Null) : void

0..n

1
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1

gtpAssociation

0..n0..n
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protectionAssociation: TPProtectionAssociation= NA
edgePoint : CIS Boolean = NA
networkAccessDomain: CIS CharacterString= empty str...
equipmentProtected: CIS Boolean = NA
egressTMDState: TMDState= NOT_APPLICABLE
ingressTMDState: TMDState= NOT_APPLICABLE

getContainedPotentialCTPs()
getContainedPotentialCTPNames()
getContainedInUseCTPs()
getContainedInUseCTPNames()
getContainedCurrentCTPs()
getContainedCurrentCTPNames()
performMaintenanceOperation()
getActiveMaintenanceOperations()
getTCAParameter()
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setTCAParameterProfilePointer()
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1
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1
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{CTP for SNCP, PTP for trail protection schemes}
0..1

performProtectionCommand() creates

0..1
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+aEnd
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+zEnd
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TPPool
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numberOfIdleMembers: CIS Integer = NA
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図 6-2  TMF608 v3.0 UML フラグメント：終端点 
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 NOT_APPLICABLE

PENDINGMISMATCH

APPLIED

TMD_MISSING

setTransmissionParameters
with TMD

setTransmissionParameters
without TMD

TP configuration in progress

setTransmissionParameters
without TMD

setTransmissionParameters
with TMD

setAdditionalInfo

setTransmissionParameters
without TMD

deleteTransmissionDescriptor
or internal fault

setTransmissionParameters
with null TMD

setAdditionalInfo

setAdditionalInfo

 
図 6-3  TMF608 v3.0 状態遷移図：トランスミッションディスクリプタ（TMD）の状態 

 
詳細は[TMF608 v3.0]（図 6-1 参照）の HTML 版の「論理的ビュー」ツリーを参照。 

 

6.5 サービス指向UMLに詳細なUMLをマッピング 

情報モデル化へのサービス指向のアプローチは管理オブジェクトの状態と振舞いの分離が必要である。サービス指向の

管理オブジェクトはインターフェース定義で状態と振舞いを分離する管理オブジェクトである；その振舞い（操作と通

知）がスチュワードオブジェクトからデリゲートされている間、その状態はオブジェクトに残される。 

MTNM の場合、これらのスチュワードオブジェクトはサービス指向ファサード、管理オブジェクト、もしくはオブジェ

クトマネージャから成る CORBA インタフェースであり、管理オブジェクトは CORBA 構造体となる。従って、サービス

指向は独自に進行できる 2 つの部分の情報モデルを持つこととなる。図 6-4 に UML 記法の MTNM CORBA インタフェー

スの概略を示す。これらのインタフェースは管理オブジェクトの振舞いのためのファサード、つまり個々のオブジェクト

クラスのイテレータインタフェースおよびセッションサービスインタフェースを含む。詳細は[ITU-T M.3170.3]を参照。

[ITU-T M.3170.3]の図 6-2 は操作を含まない概略を表わしている。 

マッピングは、TMF608 で定義される全て UML 生産物および TMF814 に定義される個々の IDL 定義の記載している関

連文書 「IA と SS の間の追跡可能性」[TMF814 v3.0 SD] によって関連づけられる。この関連文書は、IA に基づくプロト

コル固有の仕様（CORBA IDL SS のような）の作成時に考慮すべき一般的なルールを規定している。 
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EquipmentInventoryMgr_I

getAllEquipment()
getAllEquipmentNames()
getAllSupportedPTPNames()
getAllSupportedPTPs()
getAllSupportingEquipment()
getAllSupportingEquipmentNames()
getContainedEquipment()
getEquipment()
provisionEquipment()
unprovisionEquipment()
setAlarmReportingOff()
setAlarmReportingOn()
getSupportingEquipment()
getSupportingEquipmentNames()
getSupportedEquipment()
getSupportedEquipmentNames()

<<Interface>>

EquipmentOrHolderIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>
NamingAttributesIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>

GuiCutThroughMgr_I

destroyGCT()
getGCTProfileInfo()
launchGCT()

<<Interface>>

ManagedElementIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>
SubnetworkIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>

Version_I

getVersion()

<<Interface>>

EventIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>

PerformanceManagementMgr_I

clearPMData()
disablePMData()
disableTCA()
enablePMData()
enableTCA()
getAllCurrentPMData()
getHistoryPMData()
getHoldingTime()
getMEPMcapabilities()
getTCATPParameter()
setTCATPParameter()
getProfileAssociatedTPs()
createTCAParameterProfile()
deleteTCAParameterProfile()
getTCAParameterProfile()
setTCAParameterProfile()
getAllTCAParameterProfileNames()
getTPHistoryPMData()
getAllPMPs()
getAllPMPNames()
setTCAParameterProfilePointer()
getAllTCAParameterProfiles()

<<Interface>>

PMDataIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>

ProtectionMgr_I

getAllNUTTPNames()
getAllPreemptibleTPNames()
getAllProtectedTPNames()
getAllProtectionGroups()
getProtectionGroup()
performProtectionCommand()
retrieveSwitchData()
getAllEProtectionGroups()
getEProtectionGroup()
retrieveESwitchData()
getContainingPGNames()

<<Interface>>

CCIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>
SNCIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>
TerminationPointIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>
TopologicalLinkIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>
TrafficDescriptorIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>

TrafficDescriptorMgr_I

createTrafficDescriptor()
deleteTrafficDescriptor()
getAllTrafficDescriptorNames()
getAllTrafficDescriptors()
getAssociatedCTPs()
getTrafficDescriptor()

<<Interface>>

CurrentMaintenanceOperationIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>

MaintenanceMgr_I

getActiveMaintenanceOperations()
performMaintenanceOperation()

<<Interface>>

EmsSessionFactory_I

getEmsSession()

<<Interface>>

Session_I
associatedSession

endSession()
ping()

<<Interface>>

ProtectionGroupIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>

EMSMgr_I

getAllEMSAndMEActiveAlarms()
getAllEMSSystemActiveAlarms()
getAllTopLevelSubnetworkNames()
getAllTopLevelSubnetworks()
getAllTopLevelTopologicalLinkNames()
getAllTopLevelTopologicalLinks()
getTopLevelTopologicalLink()
getEMS()
createTopologicalLink()
deleteTopologicalLink()
acknowledgeAlarms()
unacknowledgeAlarms()
getAllEMSAndMEUnacknowledgedActiveAlarms()
getAllEMSSystemUnacknowledgedActiveAlarms()
createASAP()
deleteASAP()
assignASAP()
deassignASAP()
modifyASAP()
getAllASAPs()
getAllASAPNames()
getASAP()
getASAPbyResource()
getASAPAssociatedResourceNames()

<<Interface>>

EmsSession_I

getEventChannel()
getManager()
getSupportedManagers()

<<Interface>>

Common_I

getCapabilities()
setOwner()
setUserLabel()
setNativeEMSName()
setAdditionalInfo()

<<Interface>>

MultiLayerSubnetworkMgr_I

activateSNC()
checkValidSNC()
createAndActivateSNC()
createSNC()
deactivateAndDeleteSNC()
deactivateSNC()
deleteSNC()
getAllEdgePointNames()
getAllEdgePoints()
getAllManagedElementNames()
getAllManagedElements()
getAllSubnetworkConnectionNames()
getAllSubnetworkConnections()
getAllSubnetworkConnectionNamesWithTP()
getAllSubnetworkConnectionsWithTP()
getAllTopologicalLinkNames()
getAllTopologicalLinks()
getTopologicalLink()
getAllTPPoolNames()
getAllTPPools()
getAssociatedTP()
getMultiLayerSubnetwork()
getRoute()
getSNC()
getSNCsByUserLabel()
getTPGroupingRelationships()
getRouteAndTopologicalLinks()
getAllFixedSubnetworkConnections()
getAllFixedSubnetworkConnectionNames()
getAllFixedSubnetworkConnectionsWithTP()
getAllFixedSubnetworkConnectionNamesWithTP()
createModifiedSNC()
swapSNC()
modifySNC()
getBackupRoutes()
switchRoute()
addRoute()
removeRoute()
setIntendedRoute()
setRoutesAdminState()
getIntendedRoute()
createTPPool()
deleteTPPool()
modifyTPPool()
getTPPool()

<<Interface>>

ManagedElementMgr_I

getAllActiveAlarms()
getAllCrossConnections()
getAllManagedElementNames()
getAllManagedElements()
getAllPTPNames()
getAllPTPs()
getContainedCurrentTPNames()
getContainedCurrentTPs()
getContainedInUseTPNames()
getContainedInUseTPs()
getContainedPotentialTPNames()
getContainedPotentialTPs()
getContainingSubnetworkNames()
getContainingTPNames()
getContainingTPs()
getManagedElement()
getTP()
setTPData()
getAllPTPsWithoutFTPs()
getAllFTPs()
getAllPTPNamesWithoutFTPs()
getAllFTPNames()
getAllUnacknowledgedActiveAlarms()
createGTP()
deleteGTP()
modifyGTP()
getGTP()
getAllGTPs()
getAllGTPNames()
getContainingGTP()
verifyTMDAssignment()
getAllFixedCrossConnections()
getPotentialFixedCCs()

<<Interface>>

NMSSession_I

eventLossCleared()
eventLossOccurred()
alarmLossOccurred()

SoftwareAndDataMgr_I

backupME()
getMEBackupStatus()
abortMEBackup()
getBackupList()

<<Interface>>

TransmissionDescriptorMgr_I

getAllTransmissionDescriptors()
getAllTransmissionDescriptorNames()
getTransmissionDescriptor()
getAssociatedTPs()
createTransmissionDescriptor()
deleteTransmissionDescriptor()

<<Interface>>

ASAPIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>
BackupIdIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>
EProtectionGroupIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>

GTPiterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>
PMPIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>
TCAParameterProfileIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>
TransmissionDescriptorIterator_I

destroy()
getLength()
next_n()

<<Interface>>

Version 2.1 interfaces and operations are shown in black,
new Version 3.0 interfaces and operations are shown in blue.

Service-oriented MTNM v3.0 (and v2.1) model

M.3170.2(07)F_6-4  

図 6-4  MTNM v3.0（および v2.1）のサービス指向の UML 図 

 

サービス指向 UML のための詳細な UML マッピングは、管理オブジェクトクラスのスチュワードインタフェースの割

当てを含んでいる。図 6-5 に MTNM v2.1 のためのマッピングを示す。 
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TMF814 マネージャ 

(IOR による CORBA ファサー

ドオブジェクト) 

MTNM v2.1 管理オブジェクト 

CORBA ファサードオブジェクトから管理される、

もしくは使用される 

NE マネージャ 管理対象エレメント(ME), 終端点(TP)(PTP, CTP, 

TP プール), アラーム, AID, クロスコネクト(XC), 

TD, MLSN 

MLSN マネージャ マルチレイヤサブネットワーク(MLSN)(シングルト

ンを含む ), サブネットワークコネクション

(SNC)(クロスコネクションを含む), トポロジカル

リンク(TL), TP プール, CTP, PTP, ルート, TD 

EQP マネージャ 設備(EQP), 設備ホルダー(EQPH)(様々な種類), PTP 

EMS マネージャ 設備管理システム(EMS)オブジェクト, TL, アラー

ム, AID, MLSN 

TD マネージャ トラフィックディスクリプタ(TD), TP 

PM マネージャ 性能情報管理(PM)オブジェクト(PM ロケーション, 

粒度, PM パラメータ, TCA パラメータ, PM データ), 

TP, ME 

プロテクションマネージャ プロテクショングループ(PGP), TP 

メインテナンスマネージャ メンテナンス操作, TP 

GCT マネージャ GUI カットスルー(GCT)ウィジェットデータ, GUI

ラウンチコマンドデータ 

ルートインタフェース 

(ファサードではない) 

EMSセッションファクトリ(EMSへのエントリーポ

イント), ユーザ名, パスワード, EMS セッション, 

NMS セッション, イベントチャネル 

図 6-5  TMF814 v2.1 マネージャおよび管理オブジェクト 

 

図 6-5 の[TMF814 v3.0]への拡張は今後の検討課題であるが、MTNM v3.0 のマネージャおよび管理オブジェクトクラス

の概略については[ITU-T M.3170.3]の図 6-1 および 6-2 を参照。 
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7 TMF608 の参照 
本勧告の標準参照として、TM Forum は MTNM 情報アグリーメント（IA） v3.0  [TMF608 v3.0]を承認している。MTNM

情報アグリーメントには、MTNM IA v2.1  [b-TMF608 v2.1]の拡張、関連する MTNM 付属書類、およびレベル A TMN イン

タフェース情報（[ITU-T M.3010]の改版 1 で定義される）（詳細は[ITU-T M.3170.3]の 9 節を参照）ではなく、レベル B

のために M.3170 シリーズ勧告から UML レパートリーおよび UME テンプレートを含む（FCAPS ベースの）TMN 機能を

規定する ITU-T 勧告に有効な MTNM 関連するポイントを含んでいる。 

図 7-1 は本勧告が TMN の機能性（TMF513 による）と TMN 方法論でどのように TM Forum によって認可されたドキュ

メントと、関連する ITU-T 勧告を表している。 

 

conformanceDefinitions

FeaturesSummaryVersion3 2 1

objectNaming

Probable Causes SNCTypes

PerformanceParameters TCAsPMFileFormat PMExample.txt/.xls

BundledSNCencodingX731M3100

EquipmentModel

LocationIdentification

maintenanceCommandsmodesOfOperation

PGPParameters

TPPoolRelationship

trafficParameters

LayeredParametersLayerRatesContainedTPs

TMF608 Supporting Documentation

TMF513

TMF404 TMF045 TMF044

M.3020

M.3200
M.3400

M.3013
Progression

ITU-T Recs. on 
TMN functionality
and 

m
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ethodology

(See Figure 7-1/M.3170.1)

M.3170.2(07)F_7-1

layers

TMF608-HTML

TMF608-UML

M.3020-series

M.3050-series

T N

に関する ITU-T

の要求条件 

MN 機能、TM

インタフェー仕様

 
図 7-1 ITU-T および M.3170.2 により関連している TM Forum 文書 

 

 



 

 

TM Forum 側では、図 7-1 が TM Forum によって認可されたドキュメント、主に TMF513 を参照（[ITU-T M.3170.1]の

6.3 節参照）、の情報アグリーメント参照構造を表し、SD ボックス （[ITU-T M.3170.0]の表 6-1 に準拠した IA 関連の付

属書類） の内容を確認することができる。付属文書の概略の見るには関連勧告[ITU-T M.3170.0]の 6.3 節を参照。TMF608

に包含される付属文書は青で示している。TMF513 に含まれない付属文書は灰色で示している。 

ITU-T 側では、図 7-2 は関連する IA の ITU-T 勧告と合わせて「ITU-T 勧告雲」を表しています。雲は TMF513 および

M.3020 シリーズの関連する TMN の勧告を包含している。特に、基本的な IRP 概念 [b-TS 132 150 v6.5.0]に基づくハイレ

ベルの 3GPP の UML モデル化フレームワーク [b-TS 132 151 v6.3.0], [b-TS 132 152 v6.3.0]を採用している。MTNM UML モ

デル化原則（[TMF814 v3.0 SD]参照）の調和、3GPP の UML モデリングのアプローチと M.3020 シリーズ進行に基づくレ

パートリーおよびテンプレートは今後の検討課題である。 
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http://www.tmforum.org/browse.aspx?catID=866&linkID=24300
http://www.tmforum.org/browse.aspx?catID=866&linkID=24299
http://www.tmforum.org/browse.aspx?catid=860&linkID=24195
http://www.tmforum.org/browse.aspx?catid=860&linkID=20309
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